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研究成果の概要（和文）：本研究は5施設の医療機関で実施された観察研究である。本研究では最終的に281名の
データ測定を完了した。本研究において、人工股関節全置換術（THA）前の歩行能力を維持するためには患側膝
関節伸展筋力、患側股関節伸展可動域、股関節屈曲可動域を保持することが重要であることが明らかとなった。
また、これらの機能へ介入する場合の改善に関わる目標値としては、膝関節伸展筋力が0.33Nm/kg、股関節伸展
可動域が3.3度、股関節屈曲可動域が4.7度であることを明らかにした。加えて、QOLに関連する要因としては疼
痛に対する破局的思考が独立して影響することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This observational study was performed in 5 hospitals. Finally, this study 
included 281 subjects. For maintaining walking ability before total hip arthroplasty (THA), it was 
clarified that intervention to the muscle strength of the knee extension on the affected side, range
 of motion of hip extension on the affected side, and range of motion of the hip flexion on the 
affected side were important. Moreover, the target values for improvement when intervening in these 
functions were found to be 0.33 Nm/kg of knee joint extensor strength, 3.3 degrees of hip joint 
extension range of motion, and 4.7 degrees of hip flexion range of motion. In addition, it was found
 that pain catastrophizing was independently influenced by factors related to quality of life.

研究分野： 運動器理学療法学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
わが国の高齢化に伴い、変形性股関節症患者は増加の一途をたどっている。その数は、日本整形外科学会の統計
によると510万人と推計され、THAを受ける患者数はこの10年で約1.7倍に増加したとされる。変形性股関節症は
関節組織の破壊に伴った激しい痛みを主症状として、歩行能力の低下から社会参加の制約をきたす。そして、
THA後にも回復が遅延する者がいるため、身体機能を回復させるための効果的な理学療法プログラムの構築が必
要であった。本研究により、これまでに明らかになっていなかった術前の身体機能としてどこに対して介入を行
い、そしてどの程度まで機能を回復させる必要があるのかのエビデンスが得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
わが国の高齢化に伴い、変形性股関節症患者は増加の一途をたどっている。その数は、日本整

形外科学会の統計によると 510 万人と推計され、人工股関節全置換術（THA）を受ける患者数
はこの 10 年で約 1.7 倍に増加したとされる。変形性股関節症は関節組織の破壊に伴った激しい
痛みを主症状として、歩行能力の低下から社会参加の制約をきたす。そのため、大部分の患者が
痛みの除去を目的に THA を施行し、ほとんどの患者が杖歩行以上の機能回復に至ることが示さ
れている。しかしながら、THA 術後患者の 10％は QOL の回復が得られず、社会参加制約が残
存したままだとされる。また、術後の歩行能力の回復が不十分で THA 後に転倒を経験する者の
割合は 38％とされ、そのうちの 5.2％が骨折を経験するとも言われ、その後のケアのために社会
保障費を支出している実態がある。このため、THA 患者が安定した身体機能を回復させるより
効果的な理学療法プログラムを構築する必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、THA 患者の歩行能力と QOL に着目し、1）介入すべき身体機能障害を解明

すること、2）その目標値を設定することであり、エビデンスに基づいた THA 前後のシームレ
スな理学療法を構築することである。 
 
３．研究の方法 
本研究は 4 年間の研究計画で多施設共同研究を展開する。本研究の実施方法は、1）研究方法

論の統一化、2）標準化された方法でのデータの計測、3）結果の総括と社会への発信の 3つに整
理することができ、得られた知見をまとめることで研究を総括する。 
 

(1) 介入すべき身体機能障害の解明 
変形性股関節症と診断された THA 前患者を対象とし、社会人口学的因子（年齢、性別、身長、

体重など）を記録する。また、理学療法評価（股関節筋力・膝関節筋力・股関節可動域・疼痛・
脚長差・歩行速度（10ｍ）・Timed up and go test (TUG)・疾患特異的 QOL 尺度（日本整形外科
学会股関節疾患評価質問票：JHEQ）など）の計測を行う。THA 後には、手術情報（術式・出血量・
合併症の有無など）を記録する。理学療法評価については手術後 1 週目、2週目に再度計測を行
う。THA 後の歩行速度・TUG・JHEQ をアウトカム、手術情報を介在因子、理学療法評価を独立因
子とし、決定木解析を実施することでアウトカムに関連した因子を抽出し、介入すべき身体機能
障害を明らかにする。また、選択された因子でどの程度の説明が行えるかを明確にするため、説
明力の程度についても検証する。 
 
(2) 身体機能障害の回復に関する目標値の設定 
介入すべき身体機能障害が明らかになった後に、それらの目標値を設定する。目標値の設定を

するために THA 後の歩行速度・TUG・JHEQ を説明する因子のカットオフ値を算出する。そして、
回復者と非回復者を分類し、目標値単体での予測精度を明らかにする。本研究では、得られたモ
デルから各障害の目標値を組み合わせた場合の検査特性値（感度、特異度、陽性的中率、陰性的
中率）を算出し、目標値全体での予測精度までを明らかにする。このことにより、得られたモデ
ルの臨床での有用性を検討することが可能である。 
 
４．研究成果 
 
本研究の術前のデータを中心に分析を実施し、研究成果を国内学会 4件、国際学会 1件、英語

論文 1 件として公表した。 
 
（1） 介入すべき身体機能障害の解明 
THA 前の歩行能力（TUG）に着目し、これに関連する要因について多変量解析を実施した。そ

の結果、THA 前の歩行能力を維持するためには患側膝関節伸展筋力、患側股関節伸展可動域、患
側股関節屈曲可動域を保持することが重要であることが明らかとなった（表 1）。THA 前に実施さ
れるリハビリテーションや理学療法プログラムにおいて、歩行能力を保持するためにはこれら
について特に着目しながら介入することが重要であることのエビデンスが得られた。 
加えて、QOL をアウトカムにし、どのような要因が関連するのかについて検討した。その結果、

QOL に関連する要因としては疼痛に対する破局的思考が独立して影響することが明らかとなっ
た。そのため、QOL を改善としてリハビリテーションを実施するためには、破局的思考について
考慮した介入が重要であると示唆された。 
 

 



(2) 身体機能障害の回復に関する目標値の設定 
THA 前の歩行能力を維持するためには患側膝関節伸展筋力、患側股関節伸展可動域、股関節屈

曲可動域を保持することが重要であることが明らかとなった。これらの機能へ介入する場合の
改善に関わる目標値としては、膝関節伸展筋力が 0.33Nm/kg、股関節伸展可動域が 3.3 度、股関
節屈曲可動域が 4.7 度であることを明らかにした。本研究により、具体的な目標値が得られ、術
前から高い身体機能を維持するためには、リハビリテーション介入時にこれらの数値以上の改
善を目指すことが重要であると示唆された。 
 
表 1．THA 前の TUG に関連する要因 
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